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結果としては, まず5つの吸収帯の存在が見出された｡ 低温ではそのうち1つだけが優勢であるが, 温
度の上昇につれてそれ以外の吸収帯も次第に成長する｡ 転移点近傍に到ってこれらの吸収帯は互に接近し,
転移点の上では1本に合体する｡ 全吸収強度は5つの吸収帯を合わせると, 温度とともに増大し, 転移点
の近傍およびその上でほぼ一定となり, 実験事実をよく再現するO
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
反強磁性体に関する最近の分光学上の発展は, FeF2における2-マグノン吸収の発見(1965)と, MnF2
におけるマグノン側帯の発見 (1965)に始まる｡ これらの吸収はいずれも2つの素励起の同時的な励起に
よる吸収であると解釈されて来た｡ すなわち, マグノンという言葉が示すように, 両者ともスピン波の存
在と関係づけて理解され, そのため低温において特徴的な現象と見倣された｡ 事実, MnF2についての初








は, 申請者が採用した二時間 Green函数の方法はまさにうってつけのものである｡ 申請者は長距離秩序





吸収についての従来の解釈の不完全が取 り除かれた｡ すなわち, 軌道励起に伴ってスピン対の反転がおこ
るならば選択則は満されるので, 一方軌道励起は有限のエネルギーを要するので, スピン状態が縮退して
いるか否かにかかわらず, 吸収は常に可能となる｡ この点は 2-マグノン吸収の機構と本質的に異なると
ころであって, これが申請者によってはじめて明確に指摘されたことは, 本研究の成果として格別評価さ
れねばならない｡




参考論文その1は, 前に触れたように, 反強磁性体におけるスピンの相関を扱った労作であり, 残る3
編はいずれも磁性体における転移点近傍の音波の異常性についての研究であって, 申請者のこの分野にお
ける研究能力と業績を示すに足るものと言えよう｡
よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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